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対象者数

脊髄損傷者：累計約15万人以上
年間約5000人
便失禁経験者 約75％

便失禁経験者：累計 約11万2千人以上
年間 約3750人
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既存ソリューションについて

常に下腹部に貼っておく必要がある

専門家の知識が必要
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大腸の可視化
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ソリューションの大きさイメージ

直腸の平均的な大きさ

長さ：15−18cm

幅：5−8cm

(参考 )iphone 14 Pro Max 

長さ：16.7cm

幅：7.76cm
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プロトタイプ

長さ：１８ｃｍ

幅：９ｃｍ

身長162cm 女性

(測定方法)
・超音波測定

(測定結果)
・便の位置と性状

(使用方法)
・下腹部中央
・肌に直接あてて保持
・測定結果が表示
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・トイレの中で

便を排出後に残便を確認する

⇒残便あり：肛門刺激・マッサージ・圧迫など

⇒残便なし：排便終了と判断

・お部屋で

便の貯留場所を確認し，排便方法を管理する

(例)  直腸まで便が下りてる：肛門刺激・浣腸

直腸にはないがS状結腸に溜まってる：整腸剤・マッサージ

11 12



2023/4/9

4

バリューチェーン

65
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市場規模

2.5億円〜
5億円

75億円
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ロードマップ
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理学療法士 機械工学修士

急性期総合病院 脳血管チーム

林 謙司

シート設計エンジニア

自転車（愛車 ビアンキ）

橋本 聡

理学療法士
リハビリテーション科学修士

矢島 大輔

作業療法士
リハビリテーション科学修士

足・クラフトジン・培養肉

宇佐美希未佳
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